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タ
イ
ト
ル: 

汐

製

菓

会

社

の
新

作

5
9

 

マ
カ
ロ

ン4
 

 

シ
ー
ン1

：
汐

製
菓
オ
フ
ィ
ス 

（
汐

製

菓

の
広

々
と
し
た
オ
フ
ィ
ス
。
デ
ス
ク
に
は
奇

抜

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
考

え
て
い
る
汐

。
塩

田

は
資

料

を
片

手

に
、
緊

張

し
た
面

持

ち
。
） 

汐

：
（
突

然

立

ち
上

が
り
、
拳

を
天

に
突

き
上

げ

る
）「

そ
う
だ
！

マ
カ
ロ
ン
だ
！

」 

塩

田

：
（
驚

い
て
ペ
ン
を
落

と
す
）「

マ
カ
ロ
ン
で
す

か
？

社

長

、
急

に
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？

」 

汐

：
（
自

信

た
っ
ぷ
り
に
）「

世

界

は
甘

さ
に
飽

き
て

い
る
ん
だ
よ
、
塩

田

！

新

し
い
革

命

的

な
味

が
必

要

な
ん
だ
！

」 

塩

田

：「

新

し
い
味…

と
い
う
と
？

」 

汐

：
（
目

を
輝

か
せ
）「

鮪

だ
。
」 
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塩

田

：
（
絶

句

）「

ま
ぐ
、
ろ…

で
す
か
？

」 

汐

：
（
胸

を
張

っ
て
）「

そ
う
！

鮪

だ
。
海

の
恵

み
と

フ
ラ
ン
ス
の
伝

統

菓

子

が
一

つ
に
な
っ
た
ら
、
ど
う
な

る
か
考

え
て
み
ろ
！

こ
れ
は
革

新

だ
！

」 

塩

田

：
（
困

惑

）「

ま
、
マ
カ
ロ
ン
っ
て
基

本

的

に
甘

い

も
の
で
は…

？

」 

汐

：「

そ
の
発

想

が
ダ
メ
な
ん
だ
よ
！

我

々
は
常

識

を
超

え
な
き
ゃ
い
け
な
い
！

海

の
幸

と
マ
カ
ロ
ン
の
甘

さ
が
融

合

し
た
ら
、
ど
う
だ
？

口

の
中

で
海

が
広

が

る
ぞ
！

」 

塩

田

：
（
内

心

で
）「

海

の
広

が
り
方

が
問

題

で
す

ね…

」 

（
声

に
出

し
て
）「

で
も…

国

内

外

の
お
客

様

の
反

応

が
心

配

で
す
。
特

に
海

外

は…

」 

汐

：「

む
し
ろ
、
海

外

こ
そ
狙

い
目

だ
！

日

本

の
鮪

は
世

界

で
愛

さ
れ
て
る
だ
ろ
？

寿

司

に
す
る
な
ら
、

な
ぜ
マ
カ
ロ
ン
に
し
な
い
！

」 
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シ
ー
ン2

：
試

作
室 

（
開

発

室

で
、
ス
タ
ッ
フ
が
マ
カ
ロ
ン
を
試

作

し
て
い

る
。
汐

と
塩

田

が
見

守

る
中

、
作

業

が
進

む
。
） 

ス
タ
ッ
フA

：
（
不

安

そ
う
に
）「

社

長

、
本

当

に
こ
れ

で
い
い
ん
で
す
か
？

鮪

味

の
マ
カ
ロ
ン
な
ん
て
、
考

え

た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が…

」 

汐

：「

だ
か
ら
こ
そ
、
今

な
ん
だ
よ
！

冒

険

が
な
け
れ

ば
、
新

し
い
地

平

は
開

け
な
い
！

さ
ぁ
、
早

く
鮪

を

混

ぜ
て
み
ろ
！

」 

（
ス
タ
ッ
フ
が
ピ
ン
ク
色

の
マ
カ
ロ
ン
を
試

作

。
鮪

を

加

え
た
フ
ィ
リ
ン
グ
を
挟

ん
だ
マ
カ
ロ
ン
は
、
見

た
目

は
普

通

だ
が
、
魚

の
匂

い
が
漂

い
始

め
る
。
） 

塩

田

：
（
鼻

を
押

さ
え
な
が
ら
）「

す
ご
い
匂

い
で
す

ね…

」 
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汐

：
（
自

信

満

々
に
）「

こ
れ
だ
！

こ
の
香

り
が
我

々

の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
！

」 
（
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
試

作

品

を
運

ん
で
く
る
。
） 

ス
タ
ッ
フB

：「

さ
、
社

長

、
試

食

を
お
願

い
し
ま

す
。
」 

汐

：
（
満

面

の
笑

み
で
）「

さ
ぁ
、
塩

田

、
こ
れ
を
食

べ

て
み
ろ
！

未

来

の
味

だ
！

」 

塩

田

：
（
顔

を
し
か
め
な
が
ら
）「

で
、
で
も
、
私

は…

お
客

様

が
先

に…

」 

汐

：「

君

が
一

番

の
お
客

様

だ
、
塩

田

。
さ
ぁ
、
ど
う

だ
？

！

」 

（
塩

田

、
震

え
る
手

で
マ
カ
ロ
ン
を
口

に
運

び
、
一

口

食

べ
る
。
） 

塩

田

：
（
思

わ
ず
吐

き
そ
う
に
な
り
な
が
ら
）「

う
っ

…

海

の
味

が…

広

が
っ
て
ま
す
ね…

」 
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汐

：
（
大

喜

び
で
）「

そ
う
だ
ろ
う
！

こ
れ
は
新

時

代

の
お
菓

子

だ
！

さ
ぁ
、
試

作

品

を
ど
ん
ど
ん
作

る
ん

だ
！

こ
れ
を
持

っ
て
、
全

国

の
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
に
売

り

込

む
ぞ
！

」 

 

シ
ー
ン3

：
全

国
バ
イ
ヤ
ー
会
議 

（
大

手

ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
が
集

ま

る
会

議

室

。
汐

が
壇

上

で
自

信

満

々
に
新

商

品

を

発

表

。
） 

汐

：「

皆

さ
ん
、
お
待

た
せ
し
ま
し
た
！

こ
ち
ら
が
我

が
社

の
新

作

、『

マ
カ
ロ
ン4

 

鮪

味

』
で
す
！

」 

（
会

場

は
静

ま
り
返

る
。
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
は
一

斉

に

目

を
見

開

く
。
） 

バ
イ
ヤ
ーA

：「

ま
、
ま
さ
か
、
鮪

っ
て
、
あ
の
魚

の

…

？

」 

バ
イ
ヤ
ーB

：「

ほ
ん
と
う
に
鮪

な
の
か…

？

」 
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汐

：
（
誇

ら
し
げ
に
）「

そ
の
通

り
！

フ
ラ
ン
ス
の
伝

統

菓

子

と
日

本

の
誇

る
鮪

の
融

合

で
す
。
こ
れ
ぞ

世

界

が
求

め
る
味

で
す
！

」 

（
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
は
疑

心

暗

鬼

な
が
ら
も
試

食

を
開

始

す
る
。
表

情

が
次

第

に
曇

り
始

め
、
ざ
わ
め
き
が

広

が
る
。
） 

バ
イ
ヤ
ーC

：「

う
、
う
ー
ん…

こ
れ
は…

何

と
も
言

え
な
い
味

だ
な…

」 

バ
イ
ヤ
ーD

：「

海

と
砂

糖

が
喧

嘩

し
て
い
る
感

じ
が

…

」 

塩

田

：
（
困

惑

し
な
が
ら
）「

社

長…

も
し
か
し
て
、

少

し
早

す
ぎ
た
ん
じ
ゃ…

？

」 

汐

：「

バ
イ
ヤ
ー
た
ち
は
最

初

は
驚

く
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
す
ぐ
に
そ
の
真

価

が
わ
か
る
！

こ
れ
か
ら
だ
、
こ

れ
か
ら
だ
よ
！

」 
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シ
ー
ン4

：
国

際
展
開

計
画 

（
数

日

後

、
汐

と
塩

田

が
会

議

室

で
次

の
戦

略

を

練

っ
て
い
る
。
今

度

は
海

外

市

場

を
狙

う
こ
と
に
。
） 

汐

：「

塩

田

、
国

内

で
の
反

応

は
予

想

通

り
だ
が
、

次

は
海

外

だ
。
鮪

は
国

際

的

に
有

名

な
食

材

だ
。

フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
で
も
い
け
る
！

」 

塩

田

：「

そ
、
そ
う
で
す
か
ね…

で
も
、
外

国

人

が
魚

と
マ
カ
ロ
ン
の
組

み
合

わ
せ
を
受

け
入

れ
る
か
ど
う

か…

」 

汐

：「

よ
し
、
さ
っ
そ
く
フ
ラ
ン
ス
に
売

り
込

む
ぞ
！

パ
リ
の
美

食

家

た
ち
な
ら
、
こ
の
革

新

を
理

解

し
て

く
れ
る
は
ず
だ
！

」 

 

シ
ー
ン5

：
パ
リ
の
展

示
会 
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（
パ
リ
の
高

級

菓

子

展

示

会

。
世

界

中

の
有

名

パ

テ
ィ
シ
エ
や
バ
イ
ヤ
ー
が
集

ま
る
中

、
汐

製

菓

の
ブ
ー

ス
も
並

ん
で
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語

が
飛

び
交

う
。
） 

汐

：「

さ
ぁ
、
世

界

の
食

の
都

、
パ
リ
で
の
勝

負

だ
！

い
け
る
ぞ
！

」 

（
フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ー
が
近

づ
い
て
く
る
。
） 

フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ー
：「E

x
c

u
s

e
z

-
m

o
i

（
エ
ク
ス
キ

ュ
ー
ズ
モ
ワ
）
、
こ
れ
は…

魚

の
味

が
す
る
マ
カ
ロ
ン
で

す
か
？

」 

汐

：「O
u

i!

（
ウ
ィ
！

）
鮪

の
味

で
す
よ
、
日

本

の
伝

統

を
フ
ラ
ン
ス
の
ス
イ
ー
ツ
に
加

え
ま
し
た
！

」 

フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ー
：「

え
え
え…

C
'e

s
t 

in
c

ro
y

a
b

le

！

（
セ
ン
ク
ロ
ワ
ー
ブ
ル
）
な
ん
て
ア
イ

デ
ィ
ア
だ
！

」 

塩

田

：
（
フ
ラ
ン
ス
語

が
分

か
ら
な
い
様

子

で
）「

え

っ
と…

い
い
反

応

な
ん
で
す
か…

？

」 
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汐

：「

多

分

驚

い
て
る
だ
け
だ
。
さ
ぁ
、
試

食

だ
！

」 

（
フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ー
が
鮪

マ
カ
ロ
ン
を
一

口

食

べ

る
。
表

情

が
硬

直

す
る
。
） 

フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ー
：「C

'e
s

t... trè
s

... 

p
a

rtic
u

lie
r
...

（
セ... 
ト
レ... 

パ
ル
テ
ィ
キ
ュ
リ
エ
ー

ル…

）
」 

塩

田

：「

な
ん
て
言

っ
て
る
ん
で
す
か
？

」 

汐

：「

き
っ
と
絶

賛

し
て
る
ん
だ
。『

特

別

』
っ
て
言

っ

て
る
だ
ろ
う
？

つ
ま
り
、
我

々
の
新

作

が
一

番

だ
っ

て
こ
と
だ
！

」 

 

シ
ー
ン6

：
ア
メ
リ
カ
進

出 

（
次

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
展

示

会

。
ア
メ
リ
カ
人

バ

イ
ヤ
ー
た
ち
が
集

ま
る
。
汐

は
自

信

満

々
で
ブ
ー
ス

を
構

え
る
。
） 
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ア
メ
リ
カ
人

バ
イ
ヤ
ー
：「Y

o
! W

h
a

t

’s th
is

?

（
ヨ
！

こ
れ
は
何

だ
？

）
」 

汐

：「T
h

is
 is

 T
u

n
a

 M
a

c
a

ro
n

!

（
こ
れ
は
鮪

マ
カ

ロ
ン
で
す
！

）
」 

ア
メ
リ
カ
人

バ
イ
ヤ
ー
：「T

u
n

a
…

M
a

c
a

ro
n

?

（
ツ
ナ

…

マ
カ
ロ
ン
？

）
」 

汐

：「Y
e

s
! T

u
n

a
, t

h
e

 fis
h

! It
's

 a
 

c
o

m
b

in
a

tio
n

 o
f th

e
 o

c
e

a
n

’s fin
e

s
t
 a

n
d

 

F
ra

n
c

e

’s s
w

e
e

t
 h

e
rita

g
e

.

（
そ
う
で
す
！

鮪

、

魚

で
す
よ
！

海

の
恵

み
と
フ
ラ
ン
ス
の
甘

い
伝

統

の

融

合

で
す
！

）
」 

ア
メ
リ
カ
人

バ
イ
ヤ
ー
：
（
目

を
細

め
て
マ
カ
ロ
ン
を

見

つ
め
る
）「A

re
 y

o
u

 s
e

rio
u

s
?

（
本

気

で
す

か
？

）
」 

塩

田

：
（
後

ろ
で
冷

や
汗

を
か
き
な
が
ら
）「

社

長

、

こ
れ
は
さ
す
が
に…

」 
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汐

：「R
e

la
x

, th
e

y
 ju

s
t
 d

o
n

’t k
n

o
w

 th
e

y
 

lo
v

e
 it

 y
e

t.

（
大

丈

夫

だ
、
彼

ら
は
ま
だ
こ
の
味

を

愛

す
る
こ
と
に
気

づ
い
て
い
な
い
だ
け
だ
！

）
」 

（
ア
メ
リ
カ
人

バ
イ
ヤ
ー
が
疑

い
の
目

で
マ
カ
ロ
ン
を

手

に
取

り
、
口

に
運

ぶ
。
彼

の
表

情

が
瞬

時

に
硬

直

す
る
が
、
飲

み
込

ん
だ
。
） 

ア
メ
リ
カ
人

バ
イ
ヤ
ー
：「W

e
ll…

th
a

t

’s…
 

s
o

m
e

th
in

g
. N

e
v

e
r h

a
d

 a
n

y
th

in
g

 lik
e

 it 

b
e

fo
re

.

（
う
ー
ん…

こ
れ
は…

す
ご
い
な
。
こ
ん
な
の

初

め
て
だ
。
）
」 

汐

：
（
胸

を
張

っ
て
）「E

x
a

c
tly

! T
h

a
t

’s t
h

e
 

fu
tu

re
!

（
そ
の
通

り
！

こ
れ
が
未

来

の
味

な
ん

だ
！

）
」 

ア
メ
リ
カ
人

バ
イ
ヤ
ー
：「W

e
ll, it

's
 d

e
fin

ite
ly

 

u
n

iq
u

e
, b

u
t I

’m
 n

o
t s

u
re

 if p
e

o
p

le
 h

e
re

 

a
re

 re
a

d
y

 fo
r
 fis

h
 in

 th
e

ir m
a

c
a

r
o

n
s
.

（
確

か
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
け
ど
、
こ
っ
ち
の
人

々
が
魚

を
入

れ

た
マ
カ
ロ
ン
を
受

け
入

れ
る
か
ど
う
か
は…

）
」 
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塩

田

：
（
心

の
中

で
）「

私

も
ま
だ
受

け
入

れ
て
ま
せ

ん…

」 
汐

：「D
o

n
’t w

o
rry

, s
o

o
n

 th
e

y

’ll b
e

 lin
in

g
 

u
p

 a
ro

u
n

d
 th

e
 b

lo
c

k
!

（
心

配

す
る
な
、
す
ぐ
に

行

列

が
で
き
る
さ
！

）
」 

 

シ
ー
ン7

：
日

本
に
戻

っ
て 

（
汐

と
塩

田

が
日

本

に
戻

り
、
オ
フ
ィ
ス
で
次

の
展

開

を
考

え
て
い
る
。
） 

塩

田

：「

社

長…

パ
リ
で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
、
反

応

は
微

妙

で
し
た
ね
。
や
っ
ぱ
り
、
マ
カ
ロ
ン
と
魚

は

相

性

が…

」 

汐

：「

わ
か
っ
て
な
い
な
、
塩

田

！

革

新

的

な
ア
イ
デ

ア
は
最

初

は
受

け
入

れ
ら
れ
な
い
も
の
な
ん
だ
。
だ

が
、
い
つ
か
世

界

は
鮪

マ
カ
ロ
ン
を
求

め
る
よ
う
に
な

る
さ
！

」 
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塩

田

：「

そ
れ
は…

い
つ
の
日

の
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

」 

汐

：
（
笑

顔

で
）「

す
ぐ
だ
よ
、
す
ぐ
に
。
だ
が
、
次

の

ス
テ
ッ
プ
に
移

ろ
う
！

今

度

は
国

際

的

な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
も
っ
と
強

化

す
る
ん
だ
。
」 

塩

田

：「

も
っ
と…

国

際

的

で
す
か
？

」 

汐

：「

そ
う
だ
、
次

は
『

マ
カ
ロ
ン
国

際

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』
に
出

展

す
る
ん
だ
！

」 

 

シ
ー
ン8

：
マ
カ
ロ
ン
国

際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

（
日

本

で
開

催

さ
れ
る
マ
カ
ロ
ン
国

際

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
。
世

界

中

の
有

名

パ
テ
ィ
シ
エ
や
菓

子

メ
ー
カ
ー

が
参

加

し
て
い
る
会

場

に
、
汐

製

菓

も
出

展

し
て
い

る
。
） 

司

会

者

：「L
a

d
ie

s
 a

n
d

 g
e

n
t
le

m
e

n
, w

e
lc

o
m

e
 

to
 th

e
 1

0
th

 A
n

n
u

a
l M

a
c

a
ro

n
 In

te
rn

a
tio

n
a

l 
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F
e

s
tiv

a
l!

（
皆

様

、
第

1
0

回

マ
カ
ロ
ン
国

際

フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
へ
よ
う
こ
そ
！

）
」 

（
観

客

た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
各

ブ
ー
ス
を
回

り
、
色

と
り
ど
り
の
マ
カ
ロ
ン
を
楽

し
ん
で
い
る
。
） 

塩

田

：「

本

当

に
こ
れ
で
大

丈

夫

な
ん
で
し
ょ
う
か

…

？

周

り
の
ブ
ー
ス
は
全

部

、
普

通

の
甘

い
マ
カ
ロ

ン
で
す
よ
？

」 

汐

：「

そ
れ
こ
そ
が
チ
ャ
ン
ス
だ
！

甘

い
だ
け
じ
ゃ
人

の
心

を
動

か
せ
な
い
。
鮪

マ
カ
ロ
ン
こ
そ
、
こ
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
目

玉

に
な
る
は
ず
だ
！

」 

（
観

客

の
一

人

、
ア
ジ
ア
系

の
観

光

客

が
汐

製

菓

の

ブ
ー
ス
に
や
っ
て
来

る
。
） 

観

客

A

：「

こ
れ
は…

魚

の
匂

い
が
し
ま
す
ね
。
鮪

で

す
か
？

」 

汐

：「

そ
の
通

り
！

日

本

の
海

か
ら
新

し
い
味

覚

を

世

界

に
届

け
ま
す
！

」 
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観

客

A

：
（
笑

顔

で
）「

私

は
試

し
て
み
ま
す
！

面

白

い
味

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」 

（
観

客

A
が
試

食

を
し
、
一

瞬

、
驚

い
た
表

情

を
見

せ
る
が
、
す
ぐ
に
に
っ
こ
り
と
微

笑

む
。
） 

観

客

A

：「

意

外

に
美

味

し
い
で
す
ね
！

思

っ
た
よ

り
も
悪

く
な
い
で
す
！

」 

塩

田

：「

え
っ
！

？

好

評

で
す
か
？

」 

観

客

A

：「

日

本

人

は
慣

れ
て
る
味

か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
を
ア
レ
ン
ジ
す
れ
ば
海

外

で
も
受

け
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
」 

汐

：「

そ
う
だ
ろ
う
！

そ
う
だ
ろ
う
！

こ
れ
が
未

来

の
味

な
ん
だ
！

」 

 

シ
ー
ン9

：
海

外
メ
デ
ィ
ア
の
反
応 
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（
翌

日

、
海

外

メ
デ
ィ
ア
が
マ
カ
ロ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
取

材

。
汐

製

菓

の
鮪

マ
カ
ロ
ン
が
取

り
上

げ
ら
れ

る
。
） 

ア
メ
リ
カ
の
リ
ポ
ー
タ
ー
：「A

n
d

 n
o

w
, h

e
r
e

’s 

s
o

m
e

th
in

g
 re

a
lly

 u
n

iq
u

e
 fro

m
 J

a
p

a
n

: 

tu
n

a
-

fla
v

o
r
e

d
 m

a
c

a
ro

n
s
!

（
さ
て
、
次

は
日

本

か

ら
本

当

に
ユ
ニ
ー
ク
な
商

品

で
す
：
鮪

味

の
マ
カ
ロ

ン
！

）
」 

（
リ
ポ
ー
タ
ー
が
試

食

し
、
顔

を
し
か
め
る
。
） 

ア
メ
リ
カ
の
リ
ポ
ー
タ
ー
：「W

e
ll, it

’s 

d
e

fin
it

e
ly

…
 a

n
 a

c
q

u
ire

d
 ta

s
te

.

（
う
ー
ん
、
こ

れ
は…

好

み
が
分

か
れ
る
味

で
す
ね
。
）
」 

（
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ポ
ー
タ
ー
も
試

食

。
） 

フ
ラ
ン
ス
の
リ
ポ
ー
タ
ー
：「C

'e
s
t
... v

ra
im

e
n

t
... 

s
p

é
c

ia
l.

（
こ
れ
は…

本

当

に…

特

別

な
味

で

す
。
）
」 
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（
一

方

で
、
ア
ジ
ア
の
リ
ポ
ー
タ
ー
は
好

意

的

な
反

応

を
見

せ
る
。
） 

ア
ジ
ア
の
リ
ポ
ー
タ
ー
：「

日

本

の
伝

統

と
フ
ラ
ン
ス

の
技

術

の
ユ
ニ
ー
ク
な
融

合

！

新

し
い
味

覚

体

験

と

し
て
は
面

白

い
で
す
ね
。
」 

 

シ
ー
ン1

0

：
結

末 

（
汐

製

菓

の
オ
フ
ィ
ス
に
戻

り
、
結

果

報

告

を
受

け

る
汐

と
塩

田

。
） 

担

当

者

：「

社

長

、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
売

り
上

げ

で
す
が…

」 

汐

：「

ど
う
だ
？

つ
い
に
世

界

が
我

々
の
味

を
認

め

た
か
？

」 

担

当

者

：「

残

念

な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
国

で
は
売

り
上

げ
が
ゼ
ロ
で
し
た…

た
だ
、
ア
ジ
ア
圏

で
は
少

し

反

響

が
あ
り
ま
し
た
。
」 
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塩

田

：「

や
っ
ぱ
り
難

し
か
っ
た
ん
で
す
ね…

」 

汐

：「

い
や
い
や
、
そ
れ
で
い
い
ん
だ
。
始

ま
り
は
い
つ

も
少

な
い
。
だ
が
、
一

度

火

が
つ
け
ば
、
世

界

中

が

鮪

マ
カ
ロ
ン
を
求

め
る
よ
う
に
な
る
！

」 

塩

田

：「

そ
れ
は…

か
な
り
の
忍

耐

が
必

要

で
す
ね

…

」 

汐

：「

次

は
も
っ
と
改

良

し
て
、
世

界

中

の
味

覚

を

刺

激

す
る
ぞ
！

さ
ぁ
、
次

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
！

」 

塩

田

：「

次

は
、
も
う
少

し
普

通

の
お
菓

子

に
し
て

く
れ
る
と
助

か
り
ま
す…

」 

汐

：「

普

通

？

そ
ん
な
こ
と
じ
ゃ
世

界

を
驚

か
せ
ら

れ
な
い
！

次

は
、
ウ
ニ
味

だ
！

」 

塩

田

：「

ま
た
魚

で
す
か
！

？

も
う
驚

か
せ
た
く
な

い
で
す…

」 

 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ 


